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大綱 主要項目 
主要事務事業 

（番号は事務事業コード） 
取組概要 指標 

基準年 数値 
達成度 内容 今後の取組み 

目標年 目標値 

消防体制の運用強化を

めざして 

防火・防災対策の推進 

0101 

違反対象物公表制度体制の構

築と適正な運用 

火災危険度の著しく高い重大違反対象物について、時機を逸す

ることなく住民及び利用者に対して確実、迅速に公表できる体

制を整え、重大違反対象物の根絶を図ります。 

重大違反対象物数 

H29 6件 

88.88％ 
H30.4から 9件を公表し、8

件を是正済み。 

今後はさらに署との密接

な連携を保ち、時機を逸

することなく早期是正を

図り、後期実行計画にお

いて継続して取り組む。 
R02 0件 

0102 

実効性のある査察体制の確立 

消防法令違反に対して迅速な対応が図れる査察体制を構築し、

効率的かつ効果的な査察実施体制の整備・実現を目指します。 
第１種査察対象物の是正率 

H29 0％ 

81.50％ 

令和 2 年度末現在、3 年間

で 318 棟に立入検査を実

施。うち指示有 178棟、是

正済145棟、未是正33棟 

査察規程を改正し、ポイ

ント制を導入して設備点

検未報告や長期未査察対

象物等火災危険性が高い

対象物の是正を各署の対

象物数を考慮して査察を

進める体制とし、より効

果的な予防査察を進めて

いく。 

R02 100％ 

消防・救急・救助体制の充

実強化 

0201 

救急業務体制の強化 

救急救命処置の範囲が拡大され、専門的知識、高度な技術に対

応できるよう、資質の向上を図るため、救急救命士の確保を目

指し、救急業務体制の強化を図ります。 

運用救命士の確保 

H29 49人 

93％ 

運用救命士 8 人を養成した

が、運用救命士の非運用化

及び早期退職により、運用

救命士の数は 50 人となり

目標達成に至らなかった。 

引き続き、後期実行計画

において運用救急救命士

の確保を目指し、養成に

取り組む。 R02 54人 

0202 

救助業務体制の強化 

救助隊の効果的な運用とあらゆる救助事案に適切に対応でき

るよう、高度な救助技術を習得させ、救助隊全体の資質の向上

を図るとともに、特別救助隊を核とした、救助業務体制の強化

を図ります。 

専門教育機関への派遣 

H29 22人 

100% 
令和2年度末41人を専門機

関へ派遣 
― 

R02 40人 

消防組織の機能強化 
0301 

安全管理体制の充実強化 

複雑化する災害及び住民ニーズに適切に対応するためには、安

全管理体制を強化しなければなりません。しかし、経験豊富な

職員の退職によって消防力低下が懸念される中、それに伴う公

務災害の発生を防止する必要がありますので、公務災害発生件

数０件を目指し安全管理教育の徹底を図ります。 

現場活動時における安全管理教育 

H29 1回 

100％ 
令和 2年度末 7回の安全管

理教育を実施 
― 

R02 7回 

消防施設の充実強化を

めざして 

災害対応力の強化 

0401 

消防車両の整備 

消防活動に支障をきたすことがないよう、日常の車両整備・点

検を細かく実施するとともに、大規模災害にも対応できる指揮

隊車両、救助工作車等の特殊車両を計画的に継続更新し、適切

な車両配置を行い消防力の維持・向上を図ります。 

消防車両等 

H29 保有台数71台 

100％ 
更新車両19台 

削減 2台  
― 

R02 
更新19台 

削減  2台 

0402 

消防用資機材の整備 

消防用資機材の経年劣化等に対応するため、各種更新計画に基

づき省力・機能強化・コストダウン等を考慮して効率よく整備

していきます。 

防火衣 
H29 236着 

100％ 

防火衣60着更新 

40ｍｍホース90本更新 

65ｍｍホース120本更新 

ＦＲＰ製空気ボンベ 

15本更新 

― 

R02 296着 

消防用ホース 

H29 
40ｍｍ 210本

65ｍｍ 140本 

R02 
40ｍｍ 300本 

65ｍｍ 260本 

ＦＲＰ製空気ボンベ 
H29 0本 

R02 15本 

0403 

消防指令センターの充実強化 

指令関係装置の蓄電池等を更新するとともに通信インフラの

冗長化等の検討に基づく取り組みを継続し、消防指令センター

の機能の強化を図ります。また、将来的に更新が必要となる通

信指令設備等の更新計画を策定します。 

消防指令センター更新計画の策定 

H29 0％ 

100％ 
消防指令センター更新計画

を策定 
― 

R02 100％ 

消防庁舎の維持・整備 
0501 

消防署所等の維持整備 

消防署所等の効果的で効率的な保全に努めるとともに、両構成

市の担当部局と情報交換や連携を図り、防災拠点となる施設の

耐震化を図ります。 

耐震化が必要となる1981（S56）年 5月 31日以前に建築され

た、宇部西消防署、宇部中央消防署東部出張所及び山陽消防署

埴生出張所について、消防力の配置を見直し、強力な消防体制

を確立するため、建替えによって耐震化に対応したいと考えて

います。 

消防庁舎耐震化計画の策定 

H29 0棟 

100％ 

策定済み計画 

・宇部西消防署建設事業計

画 

・山陽消防署埴生出張所建

設計画 

・宇部中央消防署東部出張

所建設計画 

― 

R02 3棟 
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危機管理体制の連携強

化をめざして 

大規模・特殊災害発生時の

体制強化 

0601 

災害時受援体制の確立 

本消防組合管内で大規模災害が発生した場合における受援体

制の構築を図るため、緊急消防援助隊の受援計画に基づく訓練

を実施します。 

緊急消防援助隊受援計画に基づく

訓練の実施 

H29 0回 

100％ 
受援計画に基づく訓練を 3

回実施 
― 

R02 3回 

関係機関・住民との連携・

協働の推進 

0701 

地域防災力の強化 

大規模災害時における消防団を中核とした地域防災力の充実

強化を図るため、管轄する 2市の消防団と常備消防の広域的な

連携訓練を実施します。 

消防団との合同訓練の実施 

H29 1回 

100％ 
消防団との合同訓練を 4 回

実施 
― 

R02 4回 

0702 

住民との連携・協働の推進 

防災訓練の指導や防災講話を通じて住民の自助、共助力の向上

を目指すとともに、救急講習を実施し、より多くの住民に対し

て応急手当の知識と技術の向上を目指します。 

 また、AEDを使用しての適切な応急手当が実施できる体制

づくりを積極的に推進します。 

AED 設置救急ステーション事業所

数 

H29 52箇所 

100％ 

新規 AED 設置救急ステー

ション事業所 

・ルートイン宇部 

・楠こもれびの郷 

・ゴールドジム 

― 

R02 55箇所 

0703 

救急現場と医療機関の協働推

進 

重篤な傷病者の対応について、現状と課題を明確にした上で、

病院選定方法の検証など、医療機関と調整を図り、迅速で適正

な救急搬送体制の構築を図ります。 

重症以上の傷病者搬送病院照会件

数４回以上割合 

H29 3.7％ 

未達成 

0％ 

輪番病院への受入要請が重

複した場合や受入不可能と

された場合などにより、交

渉回数が増加 

令和 2年度末 3.7％ 

本事業の目標達成には、

医療機関の強い理解と協

力が不可欠であること、

また新型コロナウイルス

感染症の収束が予測でき

ないこともあり、医療機

関との連携は継続するも

のの、後期実行計画にお

いては他の事務事業に切

り替える。 

R02 1.9％ 


